
　今年も河辺いきものの森で建部里まつりが開催され、たくさんの

家族連れの方に来場していただきました。

　3回目の今回は、ようやく天候にも恵まれ、1日中にぎやかな声が

森に響き渡りました。

　遊林会はスペシャルクイズラリーや、森たんけん、竹のうすぎり

競争、それから北町サロンの方たちとの釜で炊いた炊き込みご飯を

行い、たくさんの人に楽しんでいただました。

　スペシャル

↓クイズラリー

↑森たんけん ほかにも　　↑→

楽しいブースが

いっぱいでした！

　竹の

↓薄切り競争

　2回目のモリイコ！は、「いきものつかみ」をし

ました！最初はいきものにさわる練習をしました。

虫にさわるのを嫌がっていた子も、カナヘビから

練習し、最後は虫にさわれるようになりました！

たった数十分で成長してしまう子どもの力に驚き

です。

　午後からは、ミッション「みんなで20種類いき

ものをつかまえよう」をしました。どの隊も、40

種類以上のいきものをつかまえていました！すご

い！楽しそうにいきものを追いかける姿は、見て

いるこちらも楽しくなるものでした。

2回目のモリイコ！とモリイコ！S は・・・

6月4日   第3回 建部里まつり

↑フワフワの苔の上でカエル達が日向ぼっこ

　2回目の「モリイコ！S」は、いきもの研究です。

自分たちでつかまえた虫を、虫めがねやファーブルと

いう顕微鏡を使って、細かく観察しました。

　観察した虫には、自分で好きな名前をつけました！

ユニークな名前から見た目をうまく表している名前な

ど、個性的な名前がたくさんあって面白かったです。

　観察の後は久しぶりのたき火。みんなしっかりと覚

えていたようで、すぐに火がつきました。せっかくの

たき火なので、マシュマロを焼くことに。みんなおい

しそうに食べており、見ているこっちはよだれが…。

毎回楽しそうに活動しているので、隊長たちも楽しい

です！
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●6月の作業だより

6月観察会 総会＆理事会を開催しました
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7月の活動日

朝 9:00～(遅刻可)

第2土曜日は、9:00より

1時間ほど観察会を行います

7/13
（木）

梵釈寺

7/26
（木）

草刈り

水辺外来種退治

7/8
（土）

草刈り

水辺外来種退治

薪割り

梵釈寺（6月15日）  9人

第4水曜日（6月28日） 13人 

　林内の草刈りと薪割り。裏山の谷で、

以前伐採した木の整理や草刈りをして

いるうちに、昔はあったと言われてい

た田んぼの形も見えてきました。

　午前中は小雨でした。梵釈寺で使用

するための薪棚作りとオカトラノオ周

辺に生えているクズやセイタカアワダ

チソウを抜きました。午後からは薪割

りをしました。

第2土曜日（6月10日）16人
良く晴れた日で爽やかな気候の

もと活動しました。

① 草刈り班　屋外トイレ周辺のサ

サ刈りをしました。伸びすぎていた

ので、林内がすっきりしました。

②植物いたわり班　水辺にジワジワ

広がっている外来種のヒメヒオウギ

ズイセンの幼苗を抜きました。

③ 水辺外来種退治班　水辺の林に

生えている外来種のカナダモ、チク

ゴスズメノヒエを抜きました。

④ お昼ご飯班　今月もみんな大好

き炊き込みご飯。そして豚汁に、

その他野菜たっぷりのメニューでし

た。

梅雨入りしてすぐは晴天に恵まれましたが、6月末になり蒸し蒸しし、いよい

よ梅雨本番でしょうか。そんな中、沖縄ではもう梅雨明けが発表されましたね。

ちなみに北海道は梅雨前線が津軽海峡あたりで消滅するので梅雨がないそうで

す。同じ日本でも様々です。夏本番まであと少し！体力つけましょう！　山北

　ドングリがたくさん

落ちるこの森は1年中ド

ングリでいろんな発見

ができます。野神さん

にあるクヌギの木から

落ちるドングリは、『神様ドングリ』と呼ばれ、大

きさなんと3㎝！ドングリが大きいので、芽生えもな

んと40cm！！しかしそんな大きな芽が出ていたと

しても、生えている環境が上に竹がたくさん生えて

いる場所。2年目以降は光不足で育ちません。この森

ではドングリの木を育てるために、ドングリの成木

を伐り、切り株から生えてきた枝を育てる「萌芽更

新」を行っています。2001年に行った場所ではもう

すでに10mを超える大きな木になり、ドングリもた

くさん落としています。他にも、2002年、2006年、

2007年と区画を決め、萌芽更新をさせていますが、

それらの木を今後どのように管理していくのか…炭

を焼くためにある程度の太さになったら切るのか、

それともたくさんドングリを落とす大木に育てるの

か。伐ったらその後、また萌芽させるためにその周

りの下草刈りなどもしなければいけません。森の未

来像も保全20年目、しっかり考えていかなければい

けませんね。ぜひみなさんのお力をお貸しください。

　第二土曜日は、活動

日でもあり、遊林会の

第三回総会、そして理

事会開催の日でもあり

ました。

総会では、無事2016年度の活動計算書と事業報告の

承認が終了しました。

昨年度はスタッフが2人変わり、事務局体制が変わっ

たなか、既存の事業に加え、東近江のエコツーリズ

ム事業、梵釈寺の事業、森の博覧会事業など、新規

の事業も多く、これまた忙しい一年でした。

また、今季で城理事と森理事が任期を終え、代わり

に10年来のボランティアメンバーである足立さんを

新理事として迎えることになりました。

　理事会では、遊林会の中長期の計画をグループに

分かれて話し合いました。様々な問題が出ていてい

るので、会としてもその流れについていかないとな

ぁ、実感しました。

　日々の仕事に追われ、中長期の計画がおろそかに

なっているのが、事務局の一番の問題であるので、

話し合いの時間をもっと持たないと、ということに

なりました。

40cm

第3木曜日（6月22日） 6人 
　梵釈寺の杉の木を製材したあと、

防腐剤を塗り、薪棚作りの準備を

しました。


